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2023年３月期第２四半期累計期間（連結・個別）業績予想と実績との差異 

及び通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2022 年８月 10日に公表いたしました 2023年３月期第２四半期累計期間（連結）の業績予想及び 2022年５月

13 日に公表いたしました 2023 年３月期第２四半期累計期間(単体)と実績との差異並びに通期（連結・個別）業

績予想の修正につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．業績予想と実績との差異 

（１）2023年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実績との差異 

（2022年４月１日～2022年９月 30日） 

 純収益 事業利益 

親会社の 

所有者に帰属する

四半期利益 

基本的１株当たり 

四半期利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 153,000 30,000 20,000 127.96 

今回実績値（Ｂ） 157,310 39,347 27,499 175.93 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 4,310 9,347 7,499  

増 減 率（ ％ ） 2.8 31.2 37.5  

（参考）前期第２四半期実績 

（2022年３月期第２四半期） 
149,211 35,309 21,554 137.93 

 

（２）2023年３月期第２四半期（累計）個別業績予想と実績との差異 

（2022年４月１日～2022年９月 30日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 127,500 14,000 17,500 11,500 73.54 

今回実績値（Ｂ） 130,096 18,143 23,485 17,225 110.14 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 2,596 4,143 5,985 5,725  

増 減 率（ ％ ） 2.0 29.6 34.2 49.8  

（参考）前期第２四半期実績 

（2022年３月期第２四半期） 
124,188 17,795 24,012 17,895 114.45 



 

２．通期業績予想の修正 

（１）2023年３月期通期連結業績予想の修正 

（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 純収益 事業利益 

親会社の 

所有者に帰属する

当期利益 

基本的１株当たり 

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 312,000 53,000 35,500 227.13 

今回修正予想（Ｂ） 319,000 60,500 40,500 259.07 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 7,000 7,500 5,000  

増 減 率（ ％ ） 2.2 14.2 14.1  

（参考）前期実績 

（2022年３月期） 
299,017 52,336 35,375 226.35 

 

（２）2023年３月期通期個別業績予想の修正 

（2022年４月１日～2023年３月 31日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 260,000 31,500 37,000 24,000 153.48 

今回修正予想（Ｂ） 265,000 29,500 40,000 26,000 166.23 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 5,000 △2,000 3,000 2,000  

増 減 率（ ％ ） 1.9 △6.3 8.1 8.3  

（参考）前期実績 

（2022年３月期） 
252,416 21,663 30,421 21,909 140.12 

 
 

３．差異及び修正の理由 

2023年３月期第２四半期累計期間の連結業績につきましては、個別業績のショッピング取扱高が好調に推移し

たことによる営業収益の増加に加え、海外におけるレンディング事業の貸付残高の計画超過等により、純収益は

前回予想を上回る結果となりました。加えて、費用対効果をより重視した経費削減や債権良質化による貸倒関連

コストの減少等により、事業利益及び親会社の所有者に帰属する四半期利益がそれぞれ、前回予想を上回る結果

となりました。 

 

2023年３月期通期業績予想の連結業績につきましては、直近の業況や保有しているファンドの公正価値による

含み益等を踏まえ、純収益、事業利益及び親会社の所有者に帰属する当期利益がそれぞれ、前回予想を上回る見

通しとなります。 

 
 
※上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在における将来の見通し、計画のもととなる前提、予測を含んで記載して

おります。実際の業績は、様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 

以 上 

 


